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ご
あ
い
さ
つ 

寒
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、
一
雨
ご
と
の

暖
か
さ
と
い
う
昨
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。
桜

の
開
花
予
想
も
始
ま
り
、
春
は
も
う
そ
こ

ま
で
来
て
い
ま
す
。
旅
立
ち
の
門
出
に
就

か
れ
る
方
は
、
希
望
の
道
へ
着
実
に
前
進

さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
３
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
の

９
日
間
、
平
成
18
年
山
北
町
議
会
第
１
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題

は
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
、
９
特
別
会

計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
予
算
で
し
た
。 

い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報

告
さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
い
つ
も
の

よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
も
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 と

し
は
る
通
信 

川村としはる 
   （俊治） 

 

一
般
質
問 

町
長
に
３
選
出
馬
の
意
向
を
問
う 

答
弁 

出
馬
し
ま
す 

町
長
の
任
期
が
７
月
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

就
任
以
来
、
第
４
次
総
合
計
画
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。 

し
か
し
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る

地
方
分
権
へ
の
移
行
は
、
地
方
交
付
税
の

結
論
が
明
確
で
な
く
財
源
の
確
保
に
不
透

明
感
が
残
る
。行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

財
源
を
確
保
し
て
町
民
の
福
祉
の
充
実
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第

４
次
行
政
改
革
大
綱
の
学
校
統
廃
合
や
幼

保
一
元
化
な
ど
の
ほ
か
、
ご
み
処
理
広
域

化
計
画
な
ど
広
域
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な

課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。 

い

質
問 

町
長
は
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
こ

れ
か
ら
の
行
政
執
行
に
は「
行
政
経
営
力
」

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
が
ど
う
い
う
意

味
か
。 

答
弁 

公
金
を
有
効
に
使
い
、
人
と
町

の
資
産
を
有
効
に
活
か
し
て
、
長
期
展
望

に
立
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
し
、
自
立
で 

 き
る
町

め
ざ
す
こ
と
で
す
。 

を

質
問 

２
期
目
の
任
期
を
迎
え
る
に
当

た
り
、

績
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。 

実

答
弁 

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
結

果
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。 

☆
国
道
２
４
６
は
30
年
来
の
問
題
を

解
決
し
、
向
原
バ
イ
パ
ス
も
開
通
の
見
通

し
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

☆
高
松
山
は
30
年
来
の
問
題
を
解
決

し
土
地
を
購
入
、
新
た
な
事
業
展
開
の
調

査
を
始
め
た
。 

☆
河
村
城
址
の
土
地
を
国
・
県
の
補
助

金
で
一
括
購
入
し
、
歴
史
公
園
と
し
て
の

整
備
を
始
め
た
。 

☆
諸
渕
工
業
団
地
を
完
売
し
、
産
業
の

振
興
と
税
収
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。 

☆
水
源
の
町
と
し
て
水
源
環
境
税
の
創

設
を
県
に
働
き
か
け
、
水
源
環
境
保
全
税

が
創
設
さ
れ
た
。
19
年
度
か
ら
交
付
金
が

支
給
さ
れ
る
の
で
、
森
林
の
再
生
と
水
源

地
域
（
三
保
、
清
水
、
共
和
、
高
松
地
区
）

の
下
水
道
の
整
備
が
可
能
に
な
っ
た
。 

☆
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
町

民
の
健
康
・
福
祉
・
医
療
の
拠
点
と
し
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
事
業

で
効
果
が
出
て
い
る
。 

２００６．３ 
No.１５ 

編集、発行 
川村俊治 
〒258-0111 
山北町向原

17-10 
℡75-0928 

E-Mail 
t-kawamu@mv
d.biglobe.ne.jp 

☆
町
内
循
環
バ
ス
を
導
入
、
富
士
急
湘

南
バ
ス
撤
退
後
の
町
民
の
生
活
交
通
手
段

を
確
保
し
た
。 

☆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
地
域

要
望
を
議
会
の
議
決
を
得
て
実
現
し
た
。 

質
問 

任
期
満
了
に
伴
い
進
退
を
ど
の

よ
う
に

え
て
い
る
か
。 

考

答
弁 

課
題
と
し
て
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
行
革
の
推
進
、
組
織
機
構
改
革
を
始

め
、
自
立
の
町
を
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
、

環
境
の
再
生
な
ど
大
事
な
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
後
援
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

目
に
向
け
て
出
馬
し
ま
す
。 

３
期

 

議
員
定
数
を
十
四
に 

前
号
（
Ｈ
17
・
12
発
行
）
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
議
会
改
革
、
議
会
運
営
の

効
率
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議

員
定
数
を
削
減
し
ま
し
た
。 

平
成
14
年
に
定
数
を
18
と
決
め
ま
し

た
が
、
今
回
、
こ
れ
を
14
と
す
る
改
正
条

例
が
提
出
さ
れ
、
記
名
投
票
の
結
果
、
賛

成
15
票
、
反
対
２
票
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
選
挙
か
ら
議
員
定
数
は
４
減
の
14

と
な
り
ま
す
。 

反
対
討
論
を
１
名
、
賛
成
討
論
を
２
名

が
行
い
ま
し
た
。 

私
、
川
村
と
し
は
る
は
８
名
の
仲
間
を

代
表
し
て
概
ね
次
の
よ
う
な
賛
成
討
論
を

行
い
ま
し
た
。 
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議
員
定
数
14
に
賛
成 

地
方
議
会
は
地
方
自
治
体
に
お
け
る
意

思
決
定
機
関
と
し
て
の
設
置
が
憲
法
で
保

障
さ
れ
て
お
り
、
定
数
の
上
限
を
法
律
で

定
め
、
具
体
的
な
定
数
は
自
治
体
で
決
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
議
会
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

一
方
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
、
行
財
政
改

革
、
議
会
改
革
を
強
く
求
め
、
職
員
、
議

員
数
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

議
会
と
し
て
は
行
政
を
批
判
・
監
視
す

る
立
場
か
ら
、
行
政
改
革
を
強
く
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
議
会
と
し

て
も
わ
が
身
を
削
る
思
い
で
改
革
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

近
隣
市
町
で
も
議
員
定
数
を
削
減
し
て

お
り
、
参
考
に
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
財

政
難
を
理
由
の
大
幅
な
削
減
は
議
会
の
存

在
を
自
ら
否
定
す
る
も
の
で
す
。
議
会
の

責
任
を
遂
行
す
る
の
に
支
障
の
な
い
最
少

の
人
数
を
確
保
し
、
効
率
の
良
い
、
権
威

あ
る
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

議
員
一
人
ひ
と
り
が
研
鑽
と
努
力
を
重

ね
、
民
意
を
反
映
し
た
効
率
の
良
い
議
会

運
営
に
努
め
る
こ
と
が
議
会
改
革
の
根
幹

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
山
北
町
の
人

口
構
成
、
行
政
規
模
を
考
え
た
場
合
、
最

少
人
数
は
14
名
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
従

っ
て
定
数
14
の
議
案
に
賛
成
し
ま
す
。 

農
業
委
員
会
は
十
二
名 

選
挙
に
よ
る
委
員
は
現
在
の
定
数
12

を
２
減
の
10
と
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
選
挙
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。
農
業
委
員
は
こ
の
ほ
か
に
農

協
と
議
会
の
推
薦
議
員
各
１
を
加
え
、
12

名
で
運
営
さ
れ
ま
す
。 

国
民
保
護
法
関
連
の
条
例
を
制
定 

武
力
攻
撃
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の

た
め
の
「
国
民
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
、

平
成
16
年
９
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
市

町
村
に
お
い
て
も
協
議
会
等
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
た
の
で
、
関
連
３
条
例
「
山

北
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
」「
山
北
町
国

民
保
護
対
策
本
部
及
び
山
北
町
緊
急
対
処

事
態
対
策
本
部
条
例｣
「
山
北
町
災
害
派
遣

手
当
及
び
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
の

支
給
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。 

法
律
の
趣
旨
の
基
本
は
武
力
攻
撃
等
に

伴
う
避
難
、
救
援
、
対
策
（
被
害
の
最
小

化
）
を
行
う
も
の
で
す
。 

小
児
医
療
費
給
付 

６
歳
未
満
ま
で 

小
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
が

改
正
さ
れ
、
自
己
負
担
な
し
で
の
受
診
対

象
が
４
歳
未
満
か
ら
６
歳
未
満
ま
で
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。 

一
般
会
計
は
44
億

9276
万
円 

 

平
成
18
年
度
当
初
予
算
は
総
額
八
十

三
億
四
千
二
百
七
万
円
で
前
年
度
に
対
し

１
・
３
％
増
と
な
り
ま
し
た
。 

一
般
会
計
は
前
年
度
比
１
・

６
％
の
減
額
で
す
。 

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
民
税

は
増
収
、
固
定
資
産
税
は
減
収

で
す
。
そ
の
他
の
税
収
を
合
わ

せ
た
町
税
は
歳
入
総
額
の

44
％
で
す
。
19
年
度
か
ら
三

位
一
体
改
革
に
伴
う
税
源
移
譲

の
経
過
措
置
と
し
て
の
所
得
譲

与
税
は
九
千
九
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。 

主
な
新
規
事
業
は
①
川
村
小

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
、
②
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
浅
間

山
農
道
、
日
向
用
水
測
量
設
計

等
）、③
災
害
時
対
応
の
衛
星
電

話
設
備
の
設
置
や
オ
ー
ト
バ
イ

の
導
入
、
④
要
介
護
者
の
在
宅

支
援
強
化
な
ど
の｢

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー｣

の
設
置
、⑤
小

児
医
療
費
助
成
を
４
歳
未
満
か
ら
６
歳
未

満
に
引
き
上
げ
る
、
⑥
児
童
手
当
支
給
対

象
を
小
学
校
３
学
年
終
了
前
か
ら
小
学
校

終
了
前
に
引
き
上
げ
る
、
⑦
事
務
の
ス
ピ

ー
ド
化
の
た
め
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
導
入
な

ど
で
す
。 

平 成 1 8 年 度 当 初 予 算 

◇一般会計性質別歳出内訳

人件費
1,453

その他
1,680

1427

1,448

282

扶助費
212

222

392

379

公債費
653

287

400

投資的経費
730

496

繰出金
541

479

1608

1,636

18年度

17年度

16年度

特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
医
療
、
災
害
給
付
見
舞
、
下
水
道
、
山

北
・
共
和
・
三
保
各
財
産
区
、
介
護
保
険
、

商
品
券
の
９
会
計
か
ら
な
り
三
十
五
億
八

千
四
百
五
十
七
万
円
で
す
。 

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
は
二
億
六
千
四

百
七
十
五
万
円
で
す
。 

一
般
会
計
の
性
質
別
歳
出
内
訳
を
左
の

グ
ラ
フ
に
示
し
ま
す
。 

合 計

5269 

合計 

4564 

合計 

4492 


